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バンク・セントラル・アジア（BBCA） 
2018/12 期 1Q（1-3 月）は新タイプのローン導入などで増

益、マルチチャネルによる経営資源配分の効率化に期待 
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• 2018/12 期 1Q（1-3 月）は、正味受取利息が前年同期比 7.0％増の 10

兆 7,810 億 IDR、非金利収入が同 13.5％増の 3 兆 8,960 億 IDR、純利益

が同 10.4％増の 5 兆 5,080 億 IDR であった。 

• 純金利マージンは低下したものの、住宅ローンの新商品の導入など

により貸出残高が伸び増収となった。非金利収益も好調だった。 

• 取引数の 97％がデジタルチャネルで行われたが、取引金額ベースで

は営業店取引が 55％を占めた。マルチチャネルによる効率改善へ。 
What is the news? 

2018/12 期 1Q（1-3 月）は、貸出利鞘にあたる正味受取利息が前年同期

比 7.0％増の 10 兆 7,810 億 IDR、非金利収入が同 13.5％増の 3 兆 8,960 億

IDR、税引前利益が同 8.6％増の 7 兆 790 億 IDR、純利益が同 10.4％増の 5

兆 5,080 億 IDR となった。強い借入需要や積極的なプロモーションによ

り、貸出残高が同 15.0％増の 470 兆 1,570 億 IDR と伸びた。純金利マー

ジン（NIM）は 6.06％と前年同期の 6.32％から低下したが、乗り越え

た。個人向け貸出の 58.1％を占める住宅ローンが同 10.1％増の 71 兆

9,530 億 IDR と貸出残高の伸びを牽引。2018/2 に当初固定金利で、一定期

間経過後に上限付き変動金利に変わる新しいタイプの住宅ローンの提供

を開始したことなどが寄与した。2 年までは基準金利 5.61％の固定金

利、3 年目以降は 6.61％の上限付き変動金利と、歴史的に低い金利水準

で設定している。非金利収入は、受入手数料が同 12.2％増の 2 兆 6,710

億 IDR と堅調だったほか、MTM 損益が同 26.2 倍の 3,400 億 IDR と大幅に

伸びた。自己勘定損益は同 85.3％減の 340 億 IDR、有価証券売却益が同

5.2％増の 2,040 億 IDR、その他が同 5.5％増の 6,480 億 IDR であった。 

2018/3 末時点の資産の概況は以下の通り。貸出先別の貸出残高は、大

企業向けが同 17.6％増の 179 兆 4,060 億 IDR で全体の 38.2％。中小・零

細企業向けが同 14.4％増の 166 兆 7,070 億 IDR で全体の 35.4％。個人向

けが同 12.0％増の 123 兆 9,390 億 IDR で全体の 26.4％であった。個人向

けのうち、住宅ローンが 58.1％、自動車ローンが 32.4％、クレジットカ

ードが 9.5％であった。グロスの不良債権比率（NPL）は 1.5％と前年同期

から横ばい。預金残高は同 9.0％増の 583 兆 5,190 億 IDR である。 

How do we view this?  

 同社は、マルチチャネルのトランザクションバンキング・ビジネスへ

の移行を図っており、費用の高い営業店取引からデジタルチャネルへの

移行を促している。取引数の 97％がインターネット、ATM、モバイルバ

ンキングなどデジタルチャネルで行われた一方、営業店取引はわずか 3％

であった。しかし、取引金額ベースでは営業店取引が 55％を占めてお

り、マルチチャネルにより経営資源配分の効率化が進んだと言えよう。

2018/12 通期の市場予想は、純利益が同 11.2％増の 25 兆 9,190 億 IDR。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1IDR=0.0077円

事業年度 2015/12 2016/12 2017/12 2018/12F 2019/12F

当期利益(十億IDR) 18,018 20,605 23,310 25,919 29,154

EPS(IDR） 731.00 835.76 945.00 1,055.17 1,185.40

PER（倍） 30.37 26.56 23.49 21.04 18.73

BPS(IDR) 3,624.80 4,560.25 5,325.63 6,081.47 6,891.64

PBR（倍） 6.12 4.87 4.17 3.65 3.22

配当(IDR) 60.00 200.00 255.00 278.19 338.47

配当利回り（%） 0.27 0.90 1.15 1.25 1.52

　　（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想(IDR) （予想はBloomberg）
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1.PT DWIMURIA INVESTAMA ANDALAN 54.94

2.Sa l im Anthoni 1.76
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

アナリスト

278.19

22,200 2018/6/25

　　1957年設立したインドネシアの大手商業銀行の一つ。

1998年のアジア通貨危機の際、国有化され、インドネシ
ア銀行再建庁（IBRA）のもと資本増強・リストラに取り組

んだ。その後、2000年に再上場を果たした。トランザク
ションバンキングに重点を置いており、大企業、中小・零

細企業、消費者向けに貸出など金融サービスを提供して
いる。2018/3末時点で、1,236の支店、17,624の ATM、

499,000を超えるEDC、24時間対応のインターネット・モバ
イルバンキングシステムを展開する。

主要な子会社には、香港で金銭貸付や送金を行うBCA
ファイナンス、シャリアバンキングを行うBCAシャリアバン

ク 、 有 価 証券 の委 託売 買、 引受 ・売 出し を行 うBCA
Sekuritas 、 主 に損 害 保 険 を手 掛 ける BCA Asuransi

Umum、運転資金ローンや多目的ローン、オペレーティン
グ・リースなどを提供するCentral Santosa Finance、ベン

チャーキャピタルのCentral Capital Venturaなどがある。
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